
公表:2020年 12月 29日

2020年度 (令和2年 )日 本介護サービス(株 )保護者向け事業所評価

事業所名 :日 本介護サービス(株)放課後等デイサービス

チェック項目 は い
どちらとも
いえない いいえ ご意見 回答

環

境

・
体

制

整

備

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

70.4% 29.6% 0.0%

・施設内の見学をしたことが無い為子供がどのよ
うな活動をしているのか見学できると良いと思い
ます。
・わかりません

活動場所の見学希望の方につきまして、随時対
応させて頂きます。いつでもご連絡お待ちしてお
ります。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 81.5% 18.5% 0.0%

・わかりません 支援内容や利用人数 .安全性なども考慮して職
員を配置しております。

③

事業所の設備等は、スロープや手すりの
設置などパリアフリー化の配慮が適切に
なされているか

85.2% 14.8% 0.0%

活動場所の見学希望の方につきまして、随時対
応させて頂きます。

適

切

な

支

援

の
提

供

④

子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、放課後等デイサービ
ス計画が作成されているか

92.6% 7.4% 0.0%

面談での話し合いの中でのご意見を頂き、モニタ
リングの内容を踏まえて目標を作成しており、日
常では送迎時や随時電話などで状況を把握して
おります。

⑤
活動プログラムが固定化しないよう工夫さ
れているか

88.9% 11.1%

平日と休日とで活動内容を変えており、平日でも
季節毎などで内容を変えております。変化しない

方が良い利用者様もおりますので、状況に応じて

対応しております。

⑥

放課後児童クラブや児童館との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

29.6% 59.3%

,わかりません 現在は計画しておりませんが、ご利用者様からの
ご要望があれば検討させて頂きます。

保

護

者

へ
の
説

明

等

⑦
支援の内容、利用者負担等についてT寧
な説明がなされたか

88.9% 11.1%

連絡ノートや面談時に活動の様子を写真で見て
頂き、ご理解して頂いています。

③

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

96.3% 3.7% 0.0%

送迎時や連絡ノート、お電話などで情報共有をさ
せて頂いております。連絡ノートで伝えきれない

事や細かな内容については、できるだけ口頭で
お伝えしております。

0.0%

0_0%

0.0,6
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③
保護者に対して面談や、育児に関する助
言等の支援が行われているか

70.4% 29.6% 0.0%

ご要望があれば、随時ご相談等させて頂いており
ます。

⑩

父母の会の活動の支援や、保護者会等
の開催等により保護者同士の連携が支
援されているか

14.896 55.6% 0.0%

ご家族様のご都合も様々ですので、現状は送迎
時や電話、面談での対応とさせて頂いておりま
す。

保

護

者
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の
説

明
等

⑪

子どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保
護者に周知・説明し、苦情があった場合に
迅速かつ適切に対応しているか

70.4% 29.6% 0.0%

・苦情の経験が無いので正直わかりません。 苦情、要望については迅速に対応させて頂きま
す。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

88.9% 11.1,` 0.0%

利用時の連絡、報告を欠かさず行い、定期的にコ
ミュニケーションを取り、意思疎通を図つて行きま
す。

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果を子どもや
保護者に対して発信しているか

48.1% 51.9% 0.0%

・送迎時の説明や、連絡帳:て砺護可
りやすいです。
・わかりません

容が分か 報告や説明が必要な場合書面や口頭にて説明さ
せていただいてますが、定期的な会報等も行なつ
ていきたいと思います。尚自己評価の結果につい
てはホームページに記載しております。

① 個人情報に十分注意しているか 92_6% 7.4% 0.0%

・わかりません 個人情報保護の勉強会は年間の研修に組み入
れており、契約時にもご説明させて頂いておりま
す。

非

常

時

等

の
対

応

⑮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者
に周知・説明されているか

51.9% 48.1% 0.0■

各マニュアルについて、再度確認等を行い、ご説
明の方法等を検討の上、ご回答させて頂きます。

⑮

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

48.1% 51.9% 0.0%

・ご時世もありますし…
.わかりません

事業所としての避難訓練は、年に2回行つており
ます。障害別の避難方法。災害内容別にも対応
出来る様工夫を行なつております。

満

足

度
⑪ 子どもは通所を楽しみにしているか 88.9% 7.4% 0.0%

・特に休日利用を楽しみにしています。
・同じ学校の生徒が多い日に通え、作品作りをし
たり楽しんでいます。

今後も楽しみにしてもらえるよう正願丙藩竃石コぎ
~

して行きたいと思います。
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⑩ 事業所の支援に満足しているか 96.3% 3.7% 0.0%

・子供が喜んで出かけてくれる姿を見て、大変嬉
しく思つています。
・コロナで学校が休校になった時期に、緑化セン
ターや芝生広場で走って遊ばせて頂いたり、親が
出来ない同世代の子同士の交流に感謝していま
す。

貴重なご意見ありがとうございます。今後も安心
して頂ける支援を継続して行きたいと思います。
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譲 訓 躊 （ 際 臨 畢 Ｓ 違 尋 ′ ７ ｕ ヽ ▼ヽ 織 肝 罪 Ｓ
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熙 蝋 肩 冊 彗 肩 ＋ り 言 職 盤 ０ 「 瀦 叶 恥 汁 ト

パ ′ 薄 珊 藤 ＝ ¶ ヘ ヰ ー Ｌ ヽ 翠 回 π 円 掛 ● バ

ラ か り
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